
学校再編に向けてご意見を募集しています。

（ＨＰ内で公開中）

いただいたご意見については、こちらで紹介し、

疑問点にお答えしていきます。

❚ 創刊のごあいさつ

❚ 今回のテーマ：「児童・生徒数の将来見通し」

❚ 募集中！

❚ 次回のテーマ：次回は、鮎原小学校運営協議会での様子をお知らせします。

--- ❚ 発行者 ❚ ---

洲本市教育委員会事務局

教育総務課 学校再編準備室

☏0799-22-3331

kyousou@city.sumoto.lg.jp

↑左グラフ；平成18年度から令和８年度の小学生数

と小学校数の推移のグラフです。20年間で小学生数

は、４割以上減少しています。

↑右グラフ：平成18年度から令和８年度の中学生数

と中学校数の推移のグラフです。20年間で中学生数

は、３割以上減少しています。

左表：市立小中学校の学級数別分布図で

す。

小学校については、令和９年度には、複

式学級になる可能性（黄色）があり、令和

12年度には複式学級が複数できる（赤

色）見込みとなっています。学校再編に

は、２～５年程度準備期間が必要であり、

学びの環境を維持するためには早急に

検討していかなければなりません。

Q.小規模校の方が連帯感があり良いので

は？

⇒A.小規模校の良さはもちろんたくさん

ありますが、人間関係の固定化は良い面だ

けではなく、悪い面もあります。様々な人

と出会い多様な考え方を学んでほしいと

思っています。

【１分でわかるMIN-TSUKU通信】

未来の学校をみんなでつくる通信（MIN-TSUKU通信）

～学校再編準備室からのお知らせ～

vol.１

(2026年6月１日発行）

洲本市では、児童生徒数の減少が続く中、「こどもたちの学びを守り、未来につなぐ学校づくり」

を進めています。令和８年４月には、教育総務課内に学校再編準備室が設置されました。

本日、６月１日「国際こどもの日」にあわせ、地域・保護者の皆さまと学校の

未来を共有する広報媒体として「未来の学校をみんなでつくる通信」を創刊します。
学校の在り方や学校再編に向けての情報を、わかりやすくお届けしていきます。


